
(57)【要約】

【課題】　施工性をさらに向上させることができ、施工

コストを低減させるとともに、継手空間部の接合面のひ

び割れを防止することで充分な耐久性を持たせることが

可能な接合部継手構造を提供する。

【解決手段】　接合部を形成する継手空間部６へ向けて

延長されてなる２本以上のプレキャスト部材に対して、

当該延長方向にプレストレスを導入するとともにその端

面に端板２１、２２を配設し、予め製作された繊維補強

コンクリート部材からなる継手部材１８、１９を、継手

空間部６内に配置するとともに、対向面に配設された鉄

板２５をプレキャスト部材の端板２１、２２に対向させ

、さらにプレキャスト部材の端板２１，２２と、継手部

材の鉄板２５とを互いに溶接することにより接合する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 接 合 部 を 形 成 す る 継 手 空 間 部 へ 向 け て 延 長 さ れ 、 当 該 延 長 方 向 に プ レ ス ト レ ス が 導 入 さ
れ る と と も に そ の 端 面 に 端 板 が 配 設 さ れ る ２ 本 以 上 の プ レ キ ャ ス ト 部 材 と 、
　 予 め 製 作 さ れ た 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト 部 材 か ら な り 、 上 記 継 手 空 間 部 内 に 配 置 さ れ て な
る と と も に 上 記 プ レ キ ャ ス ト 部 材 の 端 板 と 対 向 す る 対 向 面 に 鉄 板 が 配 設 さ れ て な る 継 手 部
材 と を 備 え 、
　 上 記 プ レ キ ャ ス ト 部 材 並 び に 上 記 継 手 部 材 は 、 上 記 端 板 と 上 記 鉄 板 と が 溶 接 さ れ る こ と
に よ り 互 い に 接 合 さ れ て い る こ と
　 を 特 徴 と す る 接 合 部 継 手 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 鉄 板 か ら 上 記 継 手 部 材 の 内 部 へ 向 け て ア ン カ ー 材 が 埋 設 さ れ て な る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 接 合 部 継 手 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 接 合 部 を 形 成 す る 継 手 空 間 部 へ 向 け て 延 長 さ れ て な る ２ 本 以 上 の プ レ キ ャ ス ト 部 材 に 対
し て 、 当 該 延 長 方 向 に プ レ ス ト レ ス を 導 入 す る と と も に そ の 端 面 に 端 板 を 配 設 し 、
　 予 め 製 作 さ れ た 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト 部 材 か ら な る 継 手 部 材 を 、 上 記 継 手 空 間 部 内 に 配
置 す る と と も に 、 対 向 面 に 配 設 さ れ た 鉄 板 を 上 記 プ レ キ ャ ス ト 部 材 の 端 板 に 対 向 さ せ 、
　 さ ら に 上 記 プ レ キ ャ ス ト 部 材 の 端 板 と 、 上 記 継 手 部 材 の 鉄 板 と を 互 い に 溶 接 す る こ と に
よ り 接 合 す る こ と
　 を 特 徴 と す る 接 合 部 継 手 構 造 の 構 築 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 鉄 板 か ら 内 部 へ 向 け て ア ン カ ー 材 が 埋 設 さ れ て な る 上 記 継 手 部 材 を 、 上 記 継 手 空 間
部 内 に 配 置 す る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 接 合 部 継 手 構 造 の 構 築 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 建 築 、 土 木 の 技 術 分 野 に お け る ト ラ ス 構 造 や ア ー チ 構 造 等 の 接 合 部 継 手 構 造
及 び そ の 構 築 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ト ラ ス 構 造 や ア ー チ 構 造 等 の 格 点 部 等 に 代 表 さ れ る 接 合 部 は 、 剛 接 合 に 近 い 接 合 で あ る
た め 、 曲 げ 、 せ ん 断 、 引 張 り 、 圧 縮 等 の 応 力 が 集 中 し 、 そ の 応 力 に 対 応 す る た め 格 点 部 に
鉄 筋 、 鋼 材 等 の 補 強 材 が 集 中 し て 配 置 さ れ る 。 図 ７ に 従 来 の ト ラ ス 構 造 の 格 点 部 補 強 構 造
を 示 す 。 ト ラ ス 構 造 の 格 点 部 １ １ １ は 、 ２ 本 の Ｐ Ｃ パ イ ル か ら な る 斜 材 １ １ １ ２ 、 １ １ ３
と 上 弦 材 又 は 下 弦 材 １ １ ４ と の 継 手 空 間 １ １ ５ に 形 成 さ れ る 。 格 点 部 １ １ １ を 形 成 す る 継
手 空 間 １ １ ５ 内 に は 、 上 弦 材 又 は 下 弦 材 １ １ ４ の 補 強 鉄 筋 １ １ ６ と 格 点 部 補 強 鉄 筋 １ １ ７
が 配 筋 さ れ 、 さ ら に 、 Ｐ Ｃ パ イ ル か ら な る 斜 材 １ １ ２ 、 １ １ ３ の 端 部 か ら Ｐ Ｃ 鋼 材 １ １ ８
を 突 出 さ せ 、 継 手 空 間 １ １ ５ 内 に コ ン ク リ ー ト １ １ ９ を 充 填 し 、 コ ン ク リ ー ト １ １ ９ の 固
化 後 、 Ｐ Ｃ 鋼 材 １ １ ８ の 先 端 に 設 置 し た 支 圧 板 １ ２ ０ を 介 し て Ｐ Ｃ 鋼 材 １ １ ８ に 引 張 力 を
付 与 す る 格 点 部 補 強 構 造 が 実 施 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 か か る ラ ー メ ン 構 造 の 格 点 部 に は 、 応 力 の 集 中 に 対 応 す る た め 補 強 部 材
が 集 中 し て 配 置 さ れ 、 格 点 部 で の 鉄 筋 等 の 補 強 材 の 組 み 立 て 作 業 が 困 難 と な り 施 工 性 に 問
題 が 生 じ 、 ま た 格 点 部 に 補 強 材 が 集 中 す る こ と に よ り 格 点 部 に コ ン ク リ ー ト を 充 填 す る 際
、 コ ン ク リ ー ト の 行 き 渡 り が 悪 く な る と い う 問 題 も 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ ら の 問 題 点 を 解 決 す る た め に 、 従 来 に お い て は 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 示 す よ う な 格
点 部 補 強 構 造 が 提 案 さ れ て い る 。 こ の 格 点 部 補 強 構 造 は 、 例 え ば 図 ８ に 示 す よ う に 、 現 場
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打 ち コ ン ク リ ー ト で 構 築 さ れ る 上 弦 材 又 は 下 弦 材 １ ０ １ 、 斜 材 と し て の Ｐ Ｃ パ イ ル １ ０ ２
、 ト ラ ス 構 造 の 格 点 部 １ ０ ３ に よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ト ラ ス 構 造 の 格 点 部 １ ０ ３ を 構 成 す る 継 手 空 間 部 １ ０ ４ に は 、 上 弦 材 又 は 下 弦 材 １ ０ １ の
補 強 鉄 筋 １ ０ ５ 及 び 斜 材 と し て の Ｐ Ｃ パ イ ル １ ０ ２ の 端 部 か ら 突 出 す る Ｐ Ｃ パ イ ル の 補 強
鉄 筋 １ ０ ６ が 突 設 さ れ て お り 、 ト ラ ス 構 造 の 格 点 部 １ ０ ３ を 構 成 す る 継 手 空 間 部 １ ０ ４ に
図 示 し な い 型 枠 を 設 置 し 、 鋼 繊 維 ま た は 有 機 繊 維 あ る い は そ れ ら の 組 合 せ か ら な る 繊 維 を
混 入 し た 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト １ ０ ７ を 打 設 し 、 養 生 固 化 さ せ て ト ラ ス 構 造 の 格 点 部 １ ０
３ を 構 築 す る 。 上 下 弦 材 １ ０ １ の 部 分 は 通 常 コ ン ク リ ー ト が 現 場 打 ち に よ り 打 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 継 手 空 間 部 １ ０ ４ 内 に 充 填 さ れ る 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト １ ０ ７ は 、 そ れ 自 体 が 曲 げ 、 せ
ん 断 、 引 張 り 、 圧 縮 等 の 応 力 に 対 し て 大 き な 強 度 を 有 す る た め 格 点 部 １ ０ ３ の 継 手 空 間 部
１ ０ ４ 内 に 配 筋 さ れ る 補 強 鉄 筋 １ ０ ５ ， １ ０ ６ の 使 用 量 が 低 減 で き 、 さ ら に 、 繊 維 補 強 コ
ン ク リ ー ト １ ０ ７ を 用 い る こ と に よ り 継 手 空 間 部 １ ０ ４ 内 で の 充 填 コ ン ク リ ー ト と 鉄 筋 、
鋼 材 等 の 補 強 部 材 と の 定 着 性 が 向 上 す る 。 こ の た め 補 強 部 材 の 使 用 量 を 一 層 低 減 で き 、 配
筋 作 業 等 の 困 難 性 が 軽 減 さ れ 、 施 工 性 が 向 上 し 、 構 造 物 の 軽 量 化 及 び コ ス ト の 低 減 化 を 図
る こ と が で き 、 且 つ 強 度 の 大 き い 耐 久 性 の あ る 格 点 部 補 強 構 造 と す る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ４ ４ ９ ８ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る ト ラ ス 構 造 の よ う に 、 継 手 空 間 部 １ ０
４ に 延 長 さ れ る Ｐ Ｃ パ イ ル １ ０ ２ の 部 材 軸 方 向 が 互 い に 異 な っ て い る 場 合 や 、 継 手 空 間 部
１ ０ ４ に 対 し て ３ 方 向 以 上 か ら Ｐ Ｃ パ イ ル が 延 長 さ れ て く る 場 合 に 、 当 該 継 手 空 間 部 １ ０
４ に 上 記 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト １ ０ ７ を 打 設 す る と 、 そ の 接 合 面 に ひ び 割 れ が 発 生 す る 虞
が あ る 。 こ の ひ び 割 れ は 、 破 壊 の 起 点 と な る と こ ろ 、 ト ラ ス 構 造 を 構 成 す る 構 造 物 全 体 の
強 度 上 の 信 頼 性 に 影 響 を 与 え る た め 、 そ の 発 生 を 極 力 抑 制 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た ト ラ ス 構 造 に お い て は 、 こ の よ う な 格 点 部 が 数 多 く 形 成 さ れ る と こ ろ 、 そ の 継 手 空
間 部 に 対 す る 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト １ ０ ７ の 充 填 作 業 の 負 担 が 過 大 と な り 、 ま た こ れ に 応
じ て 工 期 が 長 期 化 し て し ま う と い う 問 題 点 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 述 し た 問 題 点 に 鑑 み て 案 出 さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と
こ ろ は 、 施 工 性 を さ ら に 向 上 さ せ る こ と が で き 、 施 工 コ ス ト を 低 減 さ せ る と と も に 、 継 手
空 間 部 の 接 合 面 の ひ び 割 れ を 防 止 す る こ と で 充 分 な 耐 久 性 を 持 た せ る こ と が 可 能 な ト ラ ス
構 造 や ア ー チ 構 造 、 更 に は ラ ー メ ン 構 造 等 の 接 合 部 継 手 構 造 及 び そ の 構 築 方 法 を 提 供 す る
こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 接 合 部 継 手 構 造 は 、 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 接 合 部 を 形 成 す る 継
手 空 間 部 へ 向 け て 延 長 さ れ 、 当 該 延 長 方 向 に プ レ ス ト レ ス が 導 入 さ れ る と と も に そ の 端 面
に 端 板 が 配 設 さ れ る ２ 本 以 上 の プ レ キ ャ ス ト 部 材 と 、 予 め 製 作 さ れ た 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー
ト 部 材 か ら な り 、 上 記 継 手 空 間 部 内 に 配 置 さ れ て な る と と も に 上 記 プ レ キ ャ ス ト 部 材 の 端
板 と 対 向 す る 対 向 面 に 鉄 板 が 配 設 さ れ て な る 継 手 部 材 と を 備 え 、 　 上 記 プ レ キ ャ ス ト 部 材
並 び に 上 記 継 手 部 材 は 、 上 記 端 板 と 上 記 鉄 板 と が 溶 接 さ れ る こ と に よ り 互 い に 接 合 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 接 合 部 継 手 構 造 の 構 築 方 法 は 、 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 接 合 部 を
形 成 す る 継 手 空 間 部 へ 向 け て 延 長 さ れ て な る ２ 本 以 上 の プ レ キ ャ ス ト 部 材 に 対 し て 、 当 該
延 長 方 向 に プ レ ス ト レ ス を 導 入 す る と と も に そ の 端 面 に 端 板 を 配 設 し 、 予 め 製 作 さ れ た 繊
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維 補 強 コ ン ク リ ー ト 部 材 か ら な る 継 手 部 材 を 、 上 記 継 手 空 間 部 内 に 配 置 す る と と も に 、 対
向 面 に 配 設 さ れ た 鉄 板 を 上 記 プ レ キ ャ ス ト 部 材 の 端 板 に 対 向 さ せ 、 さ ら に 上 記 プ レ キ ャ ス
ト 部 材 の 端 板 と 、 上 記 継 手 部 材 の 鉄 板 と を 互 い に 溶 接 す る こ と に よ り 接 合 す る こ と を 特 徴
と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 を 適 用 し た 接 合 部 継 手 構 造 は 、 継 手 空 間 部 内 に 、 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト 部 材 か ら な
る 継 手 部 材 を 配 置 す る 。 こ の た め 、 ２ 本 以 上 の プ レ キ ャ ス ト 部 材 の 交 点 と し て の 接 合 部 に
お い て も 、 継 手 部 材 を 構 成 す る 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト 部 材 自 体 が 継 手 空 間 部 に 負 荷 さ れ る
曲 げ 、 せ ん 断 、 引 張 り 、 圧 縮 等 の 応 力 に 対 し て 対 抗 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 本 発 明
を 適 用 し た 接 合 部 継 手 構 造 で は 、 プ レ キ ャ ス ト 部 材 か ら な る 仲 介 材 並 び に 下 弦 材 に プ レ ス
ト レ ス を 導 入 し て い る た め 、 引 張 、 圧 縮 応 力 が 負 荷 さ れ た 場 合 に は 、 こ れ ら に よ っ て も 対
抗 す る こ と が で き る 。 こ れ に 対 し て 、 接 合 部 継 手 構 造 に お い て 圧 縮 応 力 や 曲 げ 応 力 が 負 荷
さ れ た 場 合 に は 、 こ の 継 手 部 材 に よ り 対 抗 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 と し て 、 ト ラ ス 構 造 や ア ー チ 構 造 、 更 に ラ ー
メ ン 構 造 等 に 適 用 さ れ る 接 合 部 継 手 構 造 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 を 適 用 し た 接 合 部 継 手 構 造 １ は 、 例 え ば 図 １ 、 ２ に 示 す よ う な ト ラ ス 構 造 ２ 等 に
適 用 さ れ る 。 こ の ア ー チ ２ は 、 Ｐ Ｃ 床 版 ５ の 下 側 に 配 設 さ れ 、 上 弦 材 １ ３ と 、 下 弦 材 １ ４
と 、 斜 材 や 垂 直 材 等 に 代 表 さ れ る 仲 介 材 １ ６ と が 主 要 な 構 成 部 材 と な る 。 こ の ト ラ ス 構 造
２ に 対 し て 、 本 発 明 に 係 る 接 合 部 継 手 構 造 １ を 適 用 す る 箇 所 と し て 、 ト ラ ス 構 造 の 接 合 部
と し て の 格 点 部 を 形 成 す る 継 手 空 間 部 ６ 周 辺 を そ の 範 囲 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 仲 介 材 １ ６ 並 び に 下 弦 材 １ ４ は 、 そ れ ぞ れ プ レ キ ャ ス ト 部 材 で 構 成 さ れ る 。 仲 介 材 １ ６
は 、 継 手 空 間 部 ６ へ と 延 長 さ れ 、 当 該 延 長 方 向 に プ レ ス ト レ ス が 導 入 さ れ る と と も に そ の
端 面 １ ６ ａ に 端 板 ２ １ が 配 設 さ れ る 。 ま た 、 下 弦 材 １ ４ も 継 手 空 間 部 ６ へ と 延 長 さ れ 、 当
該 延 長 方 向 に プ レ ス ト レ ス が 導 入 さ れ る と と も に そ の 端 面 １ ４ ａ に 端 板 ２ ２ が 配 設 さ れ る
。 ち な み に 、 こ れ ら 端 板 ２ １ 、 ２ ２ は 、 鉄 製 の 板 で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 継 手 空 間 部 ６ に は 、 予 め 製 作 さ れ た 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト 部 材 か ら な る 継 手 部 材 １ ８ が
配 置 さ れ る 。 図 ３ は 、 こ の 継 手 部 材 １ ８ の 構 成 を 示 し て い る 。 継 手 部 材 １ ８ は 、 継 手 空 間
部 ６ 内 に 配 置 し た 場 合 に 仲 介 材 １ ６ 並 び に 下 弦 材 １ ４ に お け る 端 版 ２ １ 、 ２ ２ と 対 向 す る
対 向 面 １ ８ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 対 向 面 １ ８ ａ に は 鉄 板 ２ ５ が そ れ ぞ れ 配 設 さ れ て い
る 。 こ の 継 手 部 材 １ ８ を 構 成 す る 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト 部 材 に 混 入 さ れ る 繊 維 と し て は 、
鋼 繊 維 等 の 金 属 繊 維 、 ビ ニ ロ ン 繊 維 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 繊 維 、 ポ リ エ チ レ ン 繊 維 、 ア ラ ミ ド
繊 維 、 炭 素 繊 維 等 の 有 機 繊 維 の な か か ら 選 択 さ れ る １ つ ま た は 複 数 の 繊 維 の 組 合 せ を 用 い
る 。 ち な み に 、 こ の 継 手 部 材 １ ８ は 、 配 設 す べ き 継 手 空 間 部 ６ の ス ペ ッ ク に 応 じ て 、 予 め
工 場 等 で 大 量 生 産 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う な 構 成 か ら な る 継 手 部 材 １ ８ は 、 継 手 空 間 部 ６ に 配 置 さ れ た 場 合 に お い て 、 そ
の 対 向 面 １ ８ ａ に 配 設 さ れ た 鉄 板 ２ ５ が 、 端 板 ２ １ 、 ２ ２ と 対 向 す る こ と に な る 。 こ の 継
手 部 材 １ ８ は 、 鉄 板 ２ ５ を 、 端 板 ２ １ 、 ２ ２ に 対 し て そ れ ぞ れ 溶 接 さ せ て 互 い に 接 合 さ れ
て い る 。 互 い に 溶 接 さ れ た 鉄 板 ２ ５ 並 び に 端 版 ２ １ 、 ２ ２ の 周 囲 に は 、 樹 脂 モ ル タ ル ２ ８
が 埋 め 込 ま れ る
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ４ は 、 ト ラ ス 構 造 の 格 点 部 を 構 成 す る 継 手 空 間 部 ６ に 、 垂 直 方 向 か ら 仲 介 材 １ ６ が 延
長 さ れ る と と も に 、 水 平 方 向 か ら 下 弦 材 １ ４ が 延 長 さ れ る 例 を 示 し て い る 。 即 ち 、 こ の 図
４ の 例 で は 、 継 手 空 間 部 ６ に ３ 本 の プ レ キ ャ ス ト 部 材 が 延 長 さ れ て き て い る 構 成 を 示 し て
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お り 、 上 述 し た 図 ２ と 同 一 の 構 成 要 素 、 部 材 に 関 し て は 、 同 一 の 番 号 を 付 す こ と に よ り 以
下 で の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ５ は 、 こ の 継 手 空 間 部 ６ に 配 置 さ れ る 継 手 部 材 １ ９ の 構 成 を 示 し て い る 。 継 手 部 材 １
９ は 、 継 手 空 間 部 ６ 内 に 配 置 し た 場 合 に 仲 介 材 １ ６ 並 び に 下 弦 材 １ ４ に お け る 端 版 ２ １ 、
２ ２ と 対 向 す る 対 向 面 １ ９ ａ が 鉛 直 方 向 と 水 平 方 向 左 右 の ３ 面 に 亘 り 形 成 さ れ て い る 。 こ
の 対 向 面 １ ９ ａ に は 鉄 板 ２ ５ が そ れ ぞ れ 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 本 発 明 を 適 用 し た 接 合 部 継 手 構 造 １ の 構 築 方 法 に つ い て 、 図 ４ に 示 す よ う に ３ 本
の プ レ キ ャ ス ト 部 材 が 延 長 さ れ て き て い る 継 手 空 間 部 ６ に 継 手 部 材 １ ９ を 配 置 す る 場 合 を
例 に と り 説 明 を す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 先 ず 、 ト ラ ス 構 造 の 格 点 部 を 形 成 す る 継 手 空 間 部 ６ へ 向 け て 延 長 さ れ て な る 仲 介 材 １ ６
並 び に 下 弦 材 １ ４ に 対 し て 、 延 長 方 向 に プ レ ス ト レ ス を 導 入 す る 。 こ の と き 、 そ の 端 面 １
６ ａ 、 １ ４ ａ に 端 板 ２ １ 、 ２ ２ が 未 配 設 の 場 合 に は 、 こ の 段 階 で 配 設 す る よ う に し て も よ
い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 予 め 製 作 さ れ た 継 手 部 材 １ ９ を 、 継 手 空 間 部 ６ 内 に 配 置 す る 。 そ し て 、 継 手 部 材
１ ９ に お け る 対 向 面 １ ９ ａ に 配 設 さ れ た 鉄 板 ２ ５ を 、 仲 介 材 １ ６ 並 び に 下 弦 材 １ ４ の 端 板
２ １ ， ２ ２ に 対 向 さ せ る 。 こ の 対 向 さ せ る 鉄 板 ２ ５ 表 面 と 端 板 ２ １ 、 ２ ２ 表 面 は 、 接 合 性
を 高 め る べ く 、 互 い に 平 行 で あ る こ と が 望 ま し い 。 さ ら に 端 板 ２ １ 、 ２ ２ と 、 継 手 部 材 １
９ の 鉄 板 ２ ５ と を 互 い に 溶 接 さ れ る こ と に よ り 接 合 す る 。 最 後 に 、 こ れ ら 溶 接 固 定 し た 端
版 ２ １ 、 ２ ２ と 鉄 板 ２ ５ の 周 囲 を 樹 脂 モ ル タ ル ２ ８ で 埋 め 込 む 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 を 適 用 し た 接 合 部 継 手 構 造 １ で は 、 継 手 空 間 部 ４ 内 に 、 繊 維 補 強 コ
ン ク リ ー ト 部 材 か ら な る 継 手 部 材 １ ９ を 配 置 す る 。 こ の た め 、 ２ 本 以 上 の プ レ キ ャ ス ト 部
材 の 交 点 と し て の 格 点 部 に お い て も 、 継 手 部 材 １ ９ を 構 成 す る 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト 部 材
自 体 が 継 手 空 間 部 ６ に 負 荷 さ れ る 曲 げ 、 せ ん 断 、 引 張 り 、 圧 縮 等 の 応 力 に 対 し て 対 抗 す る
こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 本 発 明 を 適 用 し た 接 合 部 継 手 構 造 １ で は 、 プ レ キ ャ ス ト 部 材 か
ら な る 仲 介 材 １ ６ 並 び に 下 弦 材 １ ４ に プ レ ス ト レ ス を 導 入 し て い る た め 、 引 張 、 圧 縮 応 力
が 負 荷 さ れ た 場 合 に は 、 こ れ ら に よ っ て も 対 抗 す る こ と が で き る 。 こ れ に 対 し て 、 接 合 部
継 手 構 造 １ に お い て 圧 縮 応 力 や 曲 げ 応 力 が 負 荷 さ れ た 場 合 に は 、 こ の 継 手 部 材 １ ９ に よ り
対 抗 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 特 に 本 発 明 に お い て 、 継 手 部 材 １ ８ 、 １ ９ を 構 成 す る 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト 部 材 に つ き
、 繊 維 混 入 率 を ０ ． ５ ～ ５ ． ０ ％ の 範 囲 で 構 成 す る こ と に よ り 、 例 え ば 設 計 基 準 強 度 ３ ６
Ｎ ／ ｍ ｍ ２ の 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト で は 、 １ ． ３ ８ Ｎ ／ ｍ ｍ ２ の 引 張 抵 抗 を 考 慮 す る こ と
が で き る 。 な お 、 繊 維 混 入 率 が あ ま り に 高 い と 繊 維 の 練 り 混 ぜ が 困 難 に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 継 手 部 材 １ ８ 、 １ ９ を 構 成 す る 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト 部 材 に お い て は 、 コ ン ク リ
ー ト の ひ び 割 れ 抵 抗 性 能 を 表 す 破 壊 エ ネ ル ギ ー Ｇ Ｆ を も 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 例 え ば
、 圧 縮 強 度 ３ ０ Ｎ ／ ｍ ｍ ２ 程 度 の 通 常 の コ ン ク リ ー ト で は 、 １ ０ ０ Ｎ ／ ｍ 程 度 で あ る が 、
繊 維 混 入 率 １ ％ 程 度 の 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト で は 、 １ ０ ０ ０ ０ Ｎ ／ ｍ 程 度 ま で 向 上 さ せ る
こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 を 適 用 し た 接 合 部 継 手 構 造 １ で は 、 継 手 部 材 １ ９ と 、 仲 介 材 １ ６ 並 び に 下
弦 材 １ ４ と の 接 合 部 に お い て 、 鉄 板 ２ ５ と 、 端 板 ２ １ ， ２ ２ と を 溶 接 固 定 し て い る 。 こ れ
に よ り 、 従 来 に お い て 問 題 と な っ て い た 、 接 合 面 に 発 生 す る ひ び 割 れ を 防 止 す る こ と が 可
能 と な り 、 ひ い て は ト ラ ス 構 造 全 体 の 信 頼 性 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 ま た 、 本 発 明 を 適 用 し た 接 合 部 継 手 構 造 １ で は 、 予 め 工 場 等 に お い て 製 作 し た 継 手 部 材
１ ９ を 現 場 に 持 ち 込 ん で 配 置 す る の み で 作 業 を 完 了 さ せ る こ と が で き る 。 こ の た め 、 継 手
空 間 部 ６ に 対 す る 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト の 充 填 作 業 の 負 担 を 解 消 す る こ と が で き 、 施 工 性
を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と な る こ と か ら 、 工 期 を 短 縮 す る こ と が 可 能 と な る 。 特 に ト ラ ス
構 造 に 存 在 す る 格 点 部 の 数 が 多 い ほ ど 、 そ の 効 果 は 大 き く な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 こ の よ う な 構 成 か ら な る 接 合 部 継 手 構 造 １ が 設 け ら れ る ト ラ ス 構 造 又 は ア ー チ
構 造 で は 、 全 体 が 外 ケ ー ブ ル で プ レ ス ト レ ス が 導 入 さ れ て お り 、 こ の 継 手 空 間 部 ６ に は プ
レ ス ト レ ス を 導 入 し な い 。 仮 に 、 こ の 継 手 空 間 部 ６ に 対 し て も プ レ ス ト レ ス を 導 入 し よ う
と し た 場 合 に は 、 接 合 部 材 が い き お い 大 き く な っ て し ま う 。 こ の た め 、 本 願 発 明 で は 、 継
手 空 間 部 ６ に 対 し て も プ レ ス ト レ ス を 導 入 す る 代 わ り に 、 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト 部 材 か ら
な る 継 手 部 材 １ ９ を 配 置 す る 。 こ れ に よ り 、 大 き な 接 合 部 材 を 配 置 す る 必 要 が な く な る こ
と か ら 、 格 点 部 の サ イ ズ そ の も の を 小 さ く す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 本 発 明 を 適 用 し た 接 合 部 継 手 構 造 １ は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で
は な い 。 図 ６ は 、 接 合 部 継 手 構 造 １ に お け る 他 の 構 成 例 を 示 し て い る 。 こ の 構 成 例 に お い
て 、 仲 介 材 １ ６ 並 び に 下 弦 材 １ ４ に は 、 そ れ ぞ れ の 端 面 １ ６ ａ 、 １ ４ ａ か ら 部 材 内 部 へ 向
け て ア ン カ ー 材 ３ １ が 定 着 さ れ て い る 。 こ の ア ン カ ー 材 ３ １ は 、 端 面 １ ６ ａ 、 １ ４ ａ に 配
設 さ れ た 端 板 ２ １ ， ２ ２ に そ れ ぞ れ 固 着 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 継 手 部 材 １ ９ は 、 そ の 対 向 面 １ ９ ａ か ら 部 材 内 部 へ 向 け て ア ン カ ー 材 ３ ２ が 定 着
さ れ 、 そ の 上 で 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト 部 材 が 埋 め 込 ま れ て 構 成 さ れ て い る 。 こ の ア ン カ ー
材 ３ ２ は 、 対 向 面 １ ９ ａ に 配 設 さ れ た 鉄 板 ２ ５ に そ れ ぞ れ 固 着 さ れ て い て も よ い 。 ま た 、
こ の ア ン カ ー 材 ３ ２ は 、 継 手 部 材 １ ９ の 部 材 内 部 へ と 延 長 さ れ 、 そ の 先 端 は 、 図 ６ に 示 す
よ う に 他 の 対 向 面 １ ９ ａ へ 向 け て 折 り 曲 げ ら れ て い て も よ い 。 こ れ に よ り 、 継 手 部 材 １ ９
の 応 力 伝 達 性 能 を よ り 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ち な み に 、 上 述 し た 例 に お い て は 、 仲 介 材 １ ６ 、 下 弦 材 １ ４ 、 継 手 部 材 １ ９ 内 部 に そ れ
ぞ れ ２ 列 に 亘 っ て ア ン カ ー 材 ３ １ 、 ３ ２ を そ れ ぞ れ 定 着 さ れ る 場 合 を 例 に と り 説 明 を し た
が 、 か か る 場 合 に 限 定 さ れ る も の で は な い く 、 い か な る 列 数 で こ れ を 定 着 す る よ う に し て
も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 上 述 し た 例 で は 、 継 手 空 間 部 ６ に ３ ～ ４ 本 の プ レ キ ャ ス ト 部 材 が 延 長 さ れ て き て い
る 場 合 を 例 に と り 説 明 を し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 継 手 空 間 部 ６ に ２ 本 以
上 の プ レ キ ャ ス ト 部 材 が 延 長 さ れ て き て い る い か な る ア ー チ 構 造 や ト ラ ス 構 造 の 格 点 部 に
お い て 、 接 合 部 継 手 構 造 １ を 配 設 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 上 述 し た 例 で は 、 あ く ま で ト ラ ス 構 造 ２ に 適 用 さ れ る 接 合 部 継 手 構 造 １ を 例 に 挙
げ て 説 明 を し た が 、 か か る 場 合 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 い か な る ア ー チ 構 造 、 ラ ー メ
ン 構 造 に 対 し て 適 用 し て も よ い こ と は 勿 論 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 接 合 部 継 手 構 造 が 適 用 さ れ る ラ ー メ ン 構 造 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 を 適 用 し た 接 合 部 継 手 構 造 の 構 成 例 に つ き 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 を 適 用 し た 接 合 部 継 手 構 造 に 適 用 さ れ る 継 手 部 材 の 例 に つ き 説 明 す る た め
の 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 を 適 用 し た 接 合 部 継 手 構 造 の 他 の 構 成 例 に つ き 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 を 適 用 し た 接 合 部 継 手 構 造 に 適 用 さ れ る 継 手 部 材 の 他 の 例 に つ き 説 明 す る
た め の 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 継 手 部 材 １ ９ に ア ン カ ー 材 を 設 け る 場 合 に つ き 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
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【 図 ７ 】 従 来 の ラ ー メ ン 構 造 の 格 点 部 補 強 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の ラ ー メ ン 構 造 の 格 点 部 補 強 構 造 を 示 す 他 の 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
１ 　 接 合 部 継 手 構 造
２ 　 ト ラ ス 構 造
５ 　 Ｐ Ｃ 床 版
６ 　 継 手 空 間 部
１ ３ 　 上 弦 材
１ ４ 　 下 弦 材
１ ６ 　 仲 介 材
１ ８ 、 １ ９ 　 継 手 部 材
２ １ 、 ２ ２ 　 端 板
２ ５ 　 鉄 板
３ １ 　 ア ン カ ー 材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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